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～新人戦健闘 これからの活躍に期待～

10 月 2 日（土）～ 10 日（日）にかけて岩国市中学校新人体育大会が開催されました。
各チームとも新チームで練習してきた成果が随所で発揮されたようです。また、プレーの

１つ１つに昨年度より心も体もたくましくなった姿を見ることができました。全力で戦っ

た充実感を感じつつもほとんどの生徒は最後に悔しい思いをしたと思います。この悔しさ

を部活動にさらに頑張る原動力にするとともに、日々の学校生活を見直すきっかけになれ

ばよいと思います。学習や掃除の取組を改善すること、や爽やかで元気なあいさつを心が

けることが必ずよりよい成果につながります。ご家庭でも日々の生活と競技は繋がってい

ることをお話して頂けるとありがたいです。

10月7日に職業講話がありました。岩
国刑務所の刑務官、幸田寧先生に講話を

していただきました。講師の先生から、自立し
た正しい判断のできる人になるために、壁にぶ
つかったときに周囲の大人に相談し、助言を
もらうこと、ヒントをもらうことの大切さに
ついてお話をいただきました。自立に向けて
日々の生活を大切にし、将来に向かって進ん
でいきたいです。

～生徒の感想より～

文化祭に向けて～頑張っています！！

10月30日の文化祭に向けて、準備がスタートしました。学級ではクラス合唱の練習が本格
的に始まりました。学年ではステージ、ステージ裏方、展示、きんたいきょう学に分かれ、総
合的な学習の時間に取り組んでいます。完成に向けて、一人一人が頑張っています。お楽しみ
に！！

刑務官は、僕たちのために安全と安心

のために働いているのだとわかりまし

た。刑務所の様子についても初めて知る

ことができました。

１８歳までに大人として物事の判断を

する力が必要、というお話が印象に残り

ました。「１８歳」という言葉が身近に

感じてたように思います。

成人年齢が１８歳に変わるというこ

とから、私たちに１８歳までには大人

として物事を判断する力をつけてほし

いということを伝えたかったのだと思

います。正義の実現には私たちにも力

になれることがあると思いました。

職業講話 ～刑務官 幸田寧先生の講話～

法が変わったことにより、１８歳か

らでもできることがあることがわかり

ました。私たちももうすぐ１８歳なの

で自覚をもって生活していきたいと思

います。


